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東岡崎駅交通結節点整備の基本計画案について検討しました。 
１０月２２日（月）午後１時 よ３０分 り、 健岡崎市

保 階会館３ で、第５回 駅 通 節点整備検討東岡崎 交 結 会

を開催しました。今回 昨は 年度ま め 整備基 針と た 本方

も 施設配置 基 計画を とに作成した の 本 Ａ案 Ｂ案の 、 の

案 示２ を提 そ 内容 つ 議論 果。 の に いて した結 、今後、

側 アク ス円滑性 保 条件東 からの セ の確 を とし、Ｂ案を

も 検討 進めとに を ることになりました。 

また、 駅周辺 ちづく デザイ 考え東岡崎 のま り ンの 方

つ 説明 整備に いて をし、 デザイ 統一 取 組む 認において岡崎らしい ンで して り ことを確 し合

いました。 

 

■まちづくりのデザインのコンセプト（考え方） 

 

岡崎のシンボルであり、まちのＤＮＡとも言える“乙川”を意識したまちづくり 

自然や歴史・文化をなにげなく感じることができる心地よさ 

行き交う人々が安全に安心して利用でき、来訪者を気持ちよく迎え入れる空間づくり 

「休憩」「案内」「交流」「連携」の駅機能を集約し人にやさしい空間 

自然や歴史と調和した美しいデザイン 

活気や賑わいにあふれた力強さを感じ、持続的に再生可能な拠点地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＯＬ．５ 

東岡崎駅交通結節点整備検討会の内容をお伝えします 

回覧 

２００７年１２月 

乙川 

自然 歴史 

 

やさしさ 美しさ 力強さ 

まちのＤＮＡ 

まちの誇り 

こだわりとアイデンティティ 

【東岡崎駅周辺のまちづくりデザインコンセプト】 

“自然・歴史・人”そして“やさしさ・美しさ・力強さ”を 

なにげなく感じる快適な空間のあるまち 

明代橋線 
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“自然と歴史”と都市をつなぐ駅前の環境軸 

商業地域 商業地域 

にぎわいを創出する都市的空間 
“自然と歴史”の情報発信

拠点・環境軸の景観 

心地よい 

コントラスト 

“自然と歴史”と都市空間をつなぐ景観 

駅の景観形成目標 

自然・歴史と都市空間の 

コントラストが心地よい駅 

 

 人 

 

自然と歴史 

   人 

やさしさ 

力強さ 

美しさ 

乙川 

注）「ＤＮＡ」…………… 遺伝子のこと。遺伝子のように脈々

と受け継がれているもの。 

 「アイデンティティ」… 個性。らしさ。 
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昨 度 め 方針年 まと た整備基本 をもとに作成 す は歩道したのがＡ案で 。Ａ案で バス 一の連続性、 や

般車 スペース 不足す ど 問題の が るな の があり、修正 Ｂ す 大 違したものが 案で 。 きな いとして、Ａ案が

一般車 前道路か 階 上 対 Ｂ は南北道路か 階へ上 異 すを駅 ら２ に げるのに し、 案で ら２ げる点が なりま 。 

 

 

①公共 一般送 車 動線 分離 立体広場交通と 迎 の を した  ② ビ 側 配置駅 ルを東 に  

公共 （バス タク ー は か 前 差 か 出 動線 す③ 交通 、 シ ） 東 ら入り、駅 交 点 ら ることを基本 と る 

④ 前広場 線路側駅 の 歩道（６ｍに ）を せ連続さ る ※④ は 歩 動線 確保す め 追加条件について 、安全な 行者 を るた の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針にもとづいた検討条件 

【 面用 地 積】 体（用地全 7,630㎡ ／ 前広場（） 駅 5,760㎡ ／ ビ （） 駅 ル 1,870㎡） 

【 前広場面積】駅  1階（5,760㎡ ／） 2階（4,730㎡ ＝延床面積（） 10,690㎡） 

【バス乗降スペース】 6台分 

【タク ー乗降スペーシ ス】 乗車（2台分 ／降車（） 1台分 ／待 場所（） 機 15台分） 

【一般車乗降スペース】 乗降（約 7台分 ／障害 対応乗降（） 者 1台分） 

Ａ案 １階 

Ａ案 ２階 

図面の色の見方 

歩道 緑地 駅ビル 階デッキ２  道路 階取 道路２ 付  

（（アア））  

（（イイ））  
（（ウウ））  

（（エエ））  

（（オオ））  

（（カカ））  

■基本計画（施設配置）案の比較 

Ａ案とＢ案の違いについて 

南北道路 

前 差駅 交 点 

バス タク ー 口、 シ 入  
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（ア） 階デッキ 面積２ の ･････････ 方 Ｂ 比べ面積 小 め事業費 負担 少Ａ案の が 案に が さいた の が ない。 

（イ） バス発着 所 面積場 の ･･･････ は８台分Ａ案で 確保を できないがＢ は案 可能。 

（ウ） 駅前道路 歩道 連続性の の ･･･ は一般車 階 上 道路 歩道 分断Ａ案で が２ に がる で が されるが、Ｂ案は

南北道路か 一般ら 車 上 めを げるた 、歩道の連続性 確保が できる。 

（エ） 交差点 安全性の ･･･････････ は 前 差 バス 口Ａ案で 駅 交 点と の入 との 隔 狭 め 側か間 が いた 、東 ら来

車両 前 差た が駅 交 点で右折す 際 レー 長る の ンの さ Ｂ 比較が 案と し

短て い。 

（オ） 一般車 駅前広 利便性の 場の ･･ は 階 ッキか 出庫は直進 左折 み 高Ａ案で ２ デ らの と の の可能性が く、

Ｂ は案で 南北道路か 前道路 側から入ることになり、駅 を東 ら来て駅

前広場 す 場合 前 迂回すを利用 る 、駅 を ることになる。 

（カ） 駅ビル用地･･･････････････ Ｂ 方 面積 広 ビ 形Ａ案より 案の が、 が く ルの も整形である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ案とＢ案の特色比較 

Ｂ案 １階 

Ｂ案 ２階 

【 面用 地 積】 体（用地全 7,630 ㎡ ／ 前広場（） 駅 5,610 ㎡ ／ ビ （） 駅 ル 2,020㎡） 

【 前広場面積】駅  1階（5,610 ㎡）／2階（5,470㎡ ＝延床面積（） 11,170 ㎡） 

【バス乗降スペース】 8台分 

【タク ー乗降スペーシ ス】 乗車（2台分 ／降車（） 1台分 ／待 場所（） 機 15台分） 

【一般車乗降スペース】 乗降（約9台分 ／障害 対応乗降（） 者 1台分） 

（（アア））  

（（ウウ））  

（（エエ））  

（（オオ））  

（（カカ））  

  

  

前 差駅 交 点 

南北道路 バス タク ー 口、 シ 入  

（（イイ））  
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第５回検討会 議論 内容での の  

質Ｂ は河案 川側 南北道路の か 一般車ら を

上 っげる案にな ているが、 側か 前広東 ら駅

場 す 場合 前 一度 過 回を利用 る 、駅 を 通 して

込む め そ 避 前り ことになるた 、 れを けて駅

道路 駐停車す は かに るので ない 。 

前 差 明代橋側かまた、駅 交 点であるが、

直進 違 一般車 危ら して間 えて入る もあり

険 は かで ない 。 
回最初 件の は、 だ施設 ゾ ニ グ 段ま の ー ン の

階 次回 検討 具体的 形なので の 会では な を

示お しし 件たい。後の 今 誤進入は、 後 がな

よう 策 検討い な方 を したい。 
 
意一般 前 過ぎ 回の利用者が駅 を通り て、 り

込む は 思というの 利用しにくいと う。あと

バス 一部撤退す 話が る もあり、バス タクや

ー 乗降場所シ の 台数の は 先 見据、２０年 も

当 そ だ 必要か議論 だえて本 に れ け いた き

たい。 

回今 企業バスやコ後 ミュニティバス 需の

要 増え 考え ８台 必要が ることを ると 分は

あで る 考えと ている。 

回 側東 アクからの ス つ 公安セ に いては、 委

員に意見 も もう少を らいながら、 し時間を

けか 検討て していきたい。 

 

質タク ー乗 場シ り バスレー は道路法や ン

道路でいう なのか。 

回現 点 だ決め時 ではま ていない。 
 
意 一般車 階Ａ案の が２ に上 道路 勾がる の

配は 思 差 付近 カーブきついと うし、交 点 で

もあり見通し めがとれないた は、Ａ案 あり

得ない。Ｂ 同様 勾配案についても に がきつ

は か バス乗 場いので ない 。また、 り 所の に

横断歩道はか 危険ある なり である。 

回２階へ 勾配 ％程上がる道路の は９ 度で

考え 安全性 つている。 に いては十 配慮分 し

考えていきたい。 
 
意景観 は 菅について 、駅と 生川（乙川）が

マッチす ほるようなものを検討して しい。 
意景観コ セプトン の 中 域「人」の に「地 の

住み す人が や い」というのを入れてもらい

たい。 

回今回 デザイ コ プトだ ちづは ン ンセ が、ま

く う観点 考えりとい では ていきたい。大事

視点 あ 認識な で ると している。 
 
意景観コ セプト は提示ン について された

体 コ セプト 無 はが、駅自 の ン が いので ない

か 与条件 す は決 っ。 を受けて整備 ること ま

どん か コ セプたが、 な駅になるの という ン

ト 欠 事務局 方 だが けていた。 の で検討いた

きたい。 

回 局 検討 せ だく事務 で さ ていた 。 
 
※ 意：意見、質：質問、回：回答 
今後 検討会 催予の の開 定 

第６回  

 つ 未日時、場所に いては 定。  
 ※ つ 政だよ 掲載開催日に いては、市 りに

予する 定です。 
会議 公の 開 

 検討 公会は 開しています。また、岡崎市

ホ ムペ ジ も 議録や 議資料の ー ー に 会 会 を

掲載 覧していますのでご ください。 

http://www.city.okazaki.aichi.jp/yaku

sho/ka1007/higashiokazaki.htm 

問合せ先 

 市企 政策部政策推進岡崎 画 課 

電 話 0564-23-6452 

E - MAIL  
seisakusuishin@city.okazaki.aichi.jp 
 


